














































































































































































































































































ケー ムの学習とは，バスケッリポー ルケー ムを，より主体化し，又，内面化することで
ある。バスケットボー ルのルー ルとケー ムのしかたを理解させながら，生徒自体に，個々
人にバスケットボー ルのイメー ジをつくらせ，その展開過程に作戦（方法）を立てさせ，
常に相手を制する技術の体系をつくりあげて行く様に学習させることである。従って，要







































































































































































































































































スのうまい者，ルー ルにあかるく，しかも指導力のある者等各パー ト毎の，そのグルー プ
:’
’
バスケットボールの基礎技術とその指導についての一考察 馨5
内でのエキスパートも出，それぞれに研究も重ねるようにまで発展も承られた。従って，
班編成で運動を実施し，しかも，技術的な追求と社会性，安全性，協力等々を要求する指
導であれば，グループ編成にて実施する事は非常に効果があるものであると考える。この
点で，バスケットボール指導の分野は，他の球技種目と同様に，それらがすべて要求され
る中に展開されねばならない事から指導の方法としては良い方法であると思うのである。
まとめ
以上，技術，技能習得と指導の方法について私見を述べたのであるが，体育で言われる
技術と，技能についての分類説明が不十分であった点は，次回に，より深い研究を要する
事を痛感するものであり，諸先輩の御叱責，御指導を切に願うものである。又，指導方法
についても，根底には，従来いわれていた「生活化」された体育的考えがある事は事実で
あり，生活から離れ，しかも将来の生活設計へも貢献させえない学校体育があるなら体育
ではないと考える者である。従って，学校体育によって一流選手を育てるのではなく，学
校体育によって，より安易に体育活動が出来，日常生活を豊かにする，レクリエーション
活動へと逆に発展させて行く所に，その目的があるのではないかと考えるのである。であ
るから，一方では，底辺を拡げる，体育人口を噸さしめる方向に，指導力を向けるべきで
あり，その中から，本格的に各個人によって作りあげた技，技術，技能なりが習得された
時，一流の選手とし，各種の大会等への代表とさせるべきであり，いたずらに，規定され
た一定のワクで，しかも前述した社会の変革で規定された，ルール，社会体制から技術指
導が拘束されてはならないと考えるのであるo色々 検討をして象たが,今後の問題として，
「体育実技の不得手な生徒」について，これらの技術指導を如何に考えるべきか，又，こ
の技術構成をどうとらえるべきなのか等々 について本稿と共に考察を試み度いと思ってい
る次第である。
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